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はじめに
ダイダイイソミミズハゼ Luciogobius yubai 

Ikeda, Tamada and Hirashima, 2019 は 渋 川 ほ か

（2019）により和名提唱，Ikeda et al. (2019)によ

り新種記載が行われたミミズハゼ属 Luciogobius 

Gill, 1859の小型魚類であり，眼下にヒゲ状の突

起をもち，生時オレンジ色の色彩を呈することで

特徴付けられる（渋川ほか，2019；Ikeda et al., 

2019）．本種は日本沿岸からのみ知られ，静岡県

から鹿児島湾にかけての潮間帯から採集・報告さ

れている（渋川ほか，2019；Ikeda et al., 2019；是

枝ほか，2020a；斉藤・難波，2022）．本種の生息

環境は環境が良好に保たれた岩礁性海岸であり，

土砂流入や護岸工事，および地下水減少による影

響の問題から和歌山県では生息地が危機的状況に

あると判断され，準絶滅危惧種に選定されている

（平嶋，2022）．

2024年 5月 5日に鹿児島県北薩地域にあたる

天草諸島長島で行われた魚類調査の過程で，1個

体のダイダイイソミミズハゼが採集された．九州

および周辺離島において本種はこれまでに鹿児島

湾北部からのみ報告されており，採集された個体

は天草諸島からの初記録である．また，鹿児島湾

におけるダイダイイソミミズハゼの唯一の生息地

は道路拡張に伴う護岸工事の最中であり（是枝ほ

か，2020a, b, 2023），今後の同所における個体群

への影響が懸念される．本種に関する基礎的な知

見の集積を目的とし，ここに報告する．

材料と方法
計数および計測方法は渋川ほか（2019）にし

たがった．標準体長（standard length）は体長ま
たは SLと表記した．体各部の計測は実体顕微鏡
下でおこない，デジタルノギスを用いて 0.1 mm

まで測定した．生鮮時の体色は固定前に撮影され
た標本のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，
撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．
本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館
が保管しており，上記の生鮮時の写真は同館の
データベースに登録されている．

結果と考察
Luciogobius yubai Ikeda, Tamada and Hirashima, 

2019

ダイダイイソミミズハゼ（Figs. 1, 2B, C）

標本　KAUM–I. 197895，雄，体長 53.2 mm，

2024年 5月 5日，鹿児島県出水郡長島町山門野（長

島：32°06′34′′N, 130°10′16′′E），是枝伶旺．

同定　本標本は肛門と臀鰭起部間の直線距離
が肛門における体高の半分未満，第 2背鰭と臀鰭

の棘数が 1，背鰭と臀鰭の総鰭条数が 10，胸鰭条

数が 18，胸鰭上端の 1鰭条が遊離し，微小な棘

条突起をもつこと，眼下にヒゲ状の突起を複数も

つこと，頤にある左右の皮弁は前端で癒合するこ

と，および体色がオレンジ色を呈し，明瞭な暗色

斑がないこと（Fig. 1）が渋川ほか（2019）や
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Ikeda et al. (2019)の示したダイダイイソミミズハ

ゼまたは Luciogobius yubaiの形態的特徴に一致

し，本種に同定された．

分布　ダイダイイソミミズハゼは日本のみに分
布し，日本海・東シナ海沿岸からは新潟県佐渡島

と長崎県福江島，太平洋沿岸からは静岡県，和歌

山県，および高知県，瀬戸内海沿岸からは兵庫県

家島諸島，および鹿児島湾北部沿岸から報告され

ている（渋川ほか，2019；Ikeda et al., 2019；是枝

ほか，2020a；斉藤・難波，2022）．本研究により，

新たに天草諸島（長島）から本種が報告された．

採集時の状況　採集個体は長島南部の黒之瀬
戸海峡に面する転石海岸であり（Fig. 2A），採集

時である干潮時に干出し，潮間帯中部に位置する

長径が 50 cmほどで横長の転石（下部は地下に

10 cmほど埋没）の下から採集された（Fig. 2B）．

採集地は岩礁帯の中にある小さな入り江で比較的

波穏やかであり，底質は砂で潮間帯下部以深が砂

泥質の干潟となっており，採集地点付近にある転

石上面には緑藻類が生えていた．入江には奥部か

ら細流が 2つ流れており，同地の地中に埋没した

転石を除去すると，この細流に由来すると考えら

れる伏流水の滲出がわずかに確認された．転石の

下部にもわずかに水が堆積しており（Fig. 2C：た

だし湧き出すほどではない），発見時の採集個体

はこの水溜まりに身を半分ほど沈めていた．

備考　ダイダイイソミミズハゼは潮間帯に堆
積した礫中や礫上の転石下（渋川ほか，2019; 

Ikeda et al., 2019；是枝ほか，2020a；斉藤・難波，

2022），または淡水が滲出する礫層から採集され

た報告が多い（Ikeda et al., 2019；平嶋，2020）．

この他に Ikeda et al. (2019)は例外として，1個体

だけ砂泥質に埋没した転石下からも採集例がある

ことを付記していた．本報告における上述したダ

イダイイソミミズハゼの採集環境は，この例外に

近い環境といえる．採集地点の付近にある基質に

Fig. 1. Fresh specimen of Luciogobius yubai (KAUM–I. 197895, male, 53.2 mm SL) collected from Naga-shima island, the Amakusa Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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埋没した他の転石からはミミズハゼ属は採集され

ていない．したがって，本報告における採集環境

はダイダイイソミミズハゼにとってはあまり好適

ではない可能性があるが，近傍には採集個体の由

来する本種の生息に適した環境が存在している可

能性が示唆される．
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Fig. 2. Habitat (A, B) and collected individual (B, C: KAUM–I. 
197895, male, 53.2 mm SL) of Luciogobius yubai from Naga-
shima island.


